プログラミング入門1予習 - 第03回

	学籍番号
	     

	氏名
	     


予習範囲
第03回の資料(http://java2010.cis.k.hosei.ac.jp/03/material-03/)を読み、予習問題に挑戦しなさい。資料を読む際には、下記のキーワードに注意すること。
	順次 条件分岐 条件が成立する if文 値の比較 ブロック 条件式


予習問題

キーワードの確認

以下は今回の資料のキーワードについての解説である。解説をよく読み、正しいものには「正しい」を、間違っているものには「間違い」を、理解できなかった場合には「わからない」を文末のかっこの中でそれぞれ選択せよ。

1. Javaのプログラムは普通、命令を下から上に順番に処理する( FORMDROPDOWN 
)

2. 条件分岐を使うと、ユーザーが入力した値に応じて処理を切り替えるなどができる( FORMDROPDOWN 
)

3. 「a = 100」のように書いた場合、変数aに記憶させた値が100の場合に条件が成立する( FORMDROPDOWN 
)

4. if文を使うと条件が成立した場合としなかった場合の処理をそれぞれ書ける( FORMDROPDOWN 
)

5. 変数と変数を比較することはできない( FORMDROPDOWN 
)

6. ブロックは { ... } の形で書き中に命令をいくつも書ける。命令がない場合にはブロック全体を省略してもよい( FORMDROPDOWN 
)

7. 3つの数値を比較するには、「a < b < c」のように書く( FORMDROPDOWN 
)
例題の確認

以下は今回の資料の例題に関する問題である。指定する例題を書写し、それぞれの問題に答えよ。
1. 入力された値によって処理を変える
例題「MathQuiz」を書写し、次の問題に答えよ。
1. プログラムを実行して「25」と入力した場合、メッセージダイアログには何が表示されるか。答えよ。
	     


2. プログラムを実行してある値を入力したところ、メッセージダイアログに「正解です」と表示された。このときの入力は何か、答えよ。

	     


3. このクイズを作り変えて「10 - 20」を問うようにしたい。プログラムに加える変更のうち、それぞれ必要か不要かを選択せよ。

(a) JOptionPane.showInputDialog()の文字列リテラルを変更する ( FORMDROPDOWN 
)
(b) 変数answerの型を変更する ( FORMDROPDOWN 
)
(c) Integer.parseInt()をDouble.parseDouble()に変更する ( FORMDROPDOWN 
)
(d) 条件式の演算子を変更する ( FORMDROPDOWN 
)
(e) 条件式の右部分を変更する ( FORMDROPDOWN 
)
2. 比較の種類
例題「PassFail」を書写し、次の問題に答えよ。
1. プログラムを実行して「60」と入力した場合、メッセージダイアログには何が表示されるか、答えよ。

	     


2. プログラムを実行してある値を入力したところ、メッセージダイアログに「合格です」と表示された。このときの入力はどのような値の範囲か、答えよ。

	     


3. このプログラムを変更して、60点以下を不合格とするようにしたい。プログラムに加える変更の手順を下記から選択せよ。ただし、「一番理解しやすい」と思える変更の手順にすること ( FORMDROPDOWN 
)。

(a) 条件式の演算子を > に変更する

(b) 条件式の演算子を <= に変更する

(c) 条件式の右部分を「61」に変更する

(d) 条件式の右部分を「59」に変更する
3. ブロック
例題「ShowAbsolute」を書写し、次の問題に答えよ。

1. プログラムを実行して「-0.5」と入力した場合、メッセージダイアログには何が表示されるか、答えよ。

	     


2. プログラムを実行してある値を入力したところ、メッセージダイアログに「絶対値は3.14」と表示された。このときの入力はどのような値か、答えよ。

	     


3. このプログラムの実行過程が分かるように、プログラムの途中途中にメッセージダイアログの表示を入れたい。具体的には、どのような値が入力されたか、どこに分岐したか、などである。このようなメッセージダイアログはそれぞれどこに加えればよいか、日本語で説明せよ。

	     
例: 変数「number」を宣言した直後にその変数の内容を表示する。
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